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千葉県印西市の千葉ニュータウン 21 住区開発用地内には、絶滅危惧種 27 種などが生育する「そ

うふけっぱら（草深原）」と呼ばれる 50ha もの大草原が奇跡的に残されています。この場所の造成

工事が今年から本格的に再開されていることを受け、このたび生物学の研究者から構成される３つ

の学会（日本生態学会、日本植物分類学会、千葉県生物学会）から、この場所の重要性と保全の必

要性を訴える要望書・意見書が、千葉県知事及び事業者（千葉県企業庁長・都市再生機構理事長）・

印西市長に提出されました。 

 

● 全国的に草地環境が姿を消す中、ニュータウン開発が半世紀近

く中断していたことで当地には保全上重要な草地環境が大規

模に残されています。昨年から地元市民団体（亀成川を愛する

会）や日本自然保護協会によって事業者・県への要望書の提出

やシンポジウムの開催などの保護運動が行われています。 

● 各学会からは、「そうふけっぱら」の自然環境が全国的な視点

からみても非常に重要であることが改めて指摘されました。 

● 日本生態学会からは①造成工事の一時中断と土地利用の再検

討、②自然環境の調査と保全の計画立案、③学術的調査への協

力、が要望されました。 

● 千葉県生物学会からは①この自然環境・文化資産の保全とそれ

を活かしたまちづくりの展開、②自然・文化資産の調査と保全

のための早期対策などが要望されました。 

● 日本植物分類学会からは、奇跡的に残された豊かな自然環境を地域自然として活かし、自然と共生する

都市計画を策定するべきであるとの意見が出されました。 

● 39 の学会が加盟する「自然史学会連合」からも要望書の趣旨に賛同する決議がなされました。 

 
公益財団法人 日本自然保護協会（NACS-J） 

会員数約37.000人の全国でも最大の自然保護団体のひとつです。1951年に発足して以来、全国の自然保護問題や自然観察指導員（登録数2.万5千人）

の養成、調査、政策提言等に取り組んでいます。理事長・亀山章 

 

 
そうふけっぱらの外観（上）と 

造成工事により消滅した森林(下) 


